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当院の連携充実加算の運用について

兵庫医科大学病院 薬剤部

中村 豪志

20211013 連携充実加算に係る第1回研修会

地域の保険医療機関及び保険薬局との連携体制として、
次に掲げる体制が整備されていること。

1.当該保険医療機関で実施される化学療法のレジメンをホームページ等で閲
覧できるようにしておくこと。

2.当該保険医療機関において外来化学療法に関わる職員及び地域の保険薬局
に勤務する薬剤師等を対象とした研修会等を年１回以上実施すること。

3.他の保険医療機関及び保険薬局からのレジメンに関する照会や患者の状況
に関する相談及び情報提供等に応じる体制を整備すること。また、当該体
制について、ホームページや研修会等で周知すること

連携充実加算 施設基準

• 当該文書に記載される事項
① 患者に実施しているレジメン
② 当該レジメンの実施状況
③ 患者に投与した抗悪性腫瘍剤等の投与量
④ 主な副作用の発現状況
⑤ その他医学・薬学的管理上必要な事項

化学療法の経験を有する医師又は化学療法に係る調剤の経験を有
する薬剤師が患者に注射又は投薬されている抗悪性腫瘍剤等の副
作用の発現状況を評価するとともに、副作用の発現状況を記載し
た治療計画等の治療の進捗に関する文書を患者に交付すること。

連携充実加算 算定要件
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連携充実加算 当院の運用

 算定開始時期：2021年11月

 対象レジメン：特定のレジメンを対象として実施

 当院の運用方法について

1) レジメンの公開

2) 研修会の開催予定

3) 照会への対応体制

4) 患者情報のやり取り

・抗EGFR抗体製剤を含むレジメン
アービタックス®（セツキシマブ）
ベクティビックス®（パニツムマブ）
ポートラーザ®（ネシツムマブ）

・免疫チェックポイント阻害薬を含む
レジメン（ただし単剤は対象外）
オプジーボ®（ニボルマブ）
ヤーボイ®（イピリムマブ）
キイトルーダ®（ペムブロリズマブ）
テセントリク®（アテゾリズマブ）
イミフィンジ®（デュルバルマブ）
バベンチオ®（アベルマブ）

連携充実加算 当院の対象レジメン

月1回のみ実施
レジメン変更となった場合は
算定終了

対象外になる場合
• 患者の同意が得られない場合
（必須ではないが導入時に説明
を実施）

•点滴日に院外処方せんがない
場合

• 治験患者の場合

連携充実加算 当院の対象患者

兵庫県西宮市武庫川町1番1号

兵 庫 医 科 大 学 病 院
0798－45－6111（代）

2 8 1 0 9 0 4 5 7 9

対象患者には院外処方せんに
「連携充実加算」の印を押印

連携充実加算 当院の運用

１）レジメンの公開

 薬剤部ホームページ内にて公開

 外来で使用されかつ、使用頻度

の高いレジメンを公開

→すべてのレジメンは公開してい

ない
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連携充実加算 当院の運用

１）レジメンの公開

 薬剤部ホームページ内にて公開

 外来で使用されかつ、使用頻度

の高いレジメンを公開

→すべてのレジメンは公開してい

ない

 がんセンターホームページから

もアクセス可能 保険薬局の方へ

レジメンの公開

レジメンの公開

 対象がん種、レジメン名、1
コース期間、投与順序、支持療
法も含めた投与薬剤、投与量、
投与方法、投与日や内外用の処
方について公開

 患者の状況に応じて、個々に変
更の可能性があることはご留意
ください。

連携充実加算 当院の運用

2）研修会の開催予定
⇒ホームページ上でも案内を実施
少なくとも年1回以上は実施

3) 照会への対応体制
⇒問い合わせ窓口としては薬剤部
薬品情報管理室
相談内容によっては医師、看護
師、管理栄養士などと連携して
対応
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連携充実加算 当院の運用

2）研修会の開催予定
⇒ホームページ上でも案内を実施
少なくとも年1回以上は実施

3) 照会への対応体制
⇒問い合わせ窓口としては薬剤部
薬品情報管理室
相談内容によっては医師、看護
師、管理栄養士などと連携して
対応

連携充実加算 当院の運用

4）患者情報のやり取り
• 兵庫医大病院⇒保険薬局
治療情報提供書（兵庫医大用）
を患者へ交付

• 保険薬局⇒兵庫医大病院
治療情報提供書（保険薬局用）
を使用して情報を病院へFAX

※副作用評価の参考となるよう
副作用グレード評価表も掲載

 基本情報として、診療科、主治医名、患者氏名、
身長、体重、体表面積、年齢、性別などを記載

 レジメンの情報として、レジメン名、コース期間、
実施状況、薬剤名、投与量、投与状況（本日投与
の有無、減量の有無）を記載

兵庫医大病院⇒保険薬局

治療情報提供書 治療情報提供書
兵庫医大病院⇒保険薬局

 当院薬剤師が点滴中に患者の状況を聞き
取って、有害事象の発現状況をCTCAEの
Grade評価で記載し、情報提供

 その他に管理上必要な事項があれば、別途
記載

 保険薬局の先生方への案内や当院への連絡
先についても記載

※治療情報提供書の交付は、月1回連携
充実加算算定時のみ
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治療情報提供書
保険薬局⇒兵庫医大病院

 有害事象のプロファイルが異なるため、
「免疫チェックポイント阻害薬」と「がん
化学療法」の2種類の形式あり。各々PDF
ファイル、EXCELファイルを公開。

 免疫チェックポイント阻害薬とがん化学療
法の併用の場合は2種類とも使用。

 有害事象の記載は免疫チェックポイント阻
害薬は症状の有無、がん化学療法はgrade
評価でのチェック形式

 緊急性が高い場合は、保険薬局より医師へ
連絡するか、患者より医師へ連絡を

 対応内容を保険薬局へFAX

免疫チェックポイント阻害薬

治療情報提供書
保険薬局⇒兵庫医大病院 がん化学療法

 有害事象のプロファイルが異なるため、
「免疫チェックポイント阻害薬」と「がん
化学療法」の2種類の形式あり。各々PDF
ファイル、EXCELファイルを公開。

 免疫チェックポイント阻害薬とがん化学療
法の併用の場合は2種類とも使用。

 有害事象の記載は免疫チェックポイント阻
害薬は症状の有無、がん化学療法はgrade
評価でのチェック形式

 緊急性が高い場合は、保険薬局より医師へ
連絡するか、患者より医師へ連絡を

 対応内容を保険薬局へFAX

※対象レジメンのみでご使用ください

保険薬局からの情報への対応について

 保険薬局からの治療情報提供書(FAX)、電話は薬剤部薬品情報

管理室で受け付ける。

 対応が必要と判断した場合は主治医に連絡をとり対応

→対応内容を電子カルテへ記載し、治療情報提供書をスキャン

 対応の必要がないと判断した場合はスキャンのみ実施

 保険薬局へ返書をFAX
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患者さんへの有害事象の評価にご活用ください

当院では、外来で化学療法を行っている患者様に安心して治療を行っていただけるように、保険薬局との連携
を強化する「連携充実加算」を実施しています。

患者様

当院外来で化学療法を受けられる患者様へ

病院 保険薬局

①外来にて
化学療法実
施

②副作用の状況
などを確認し、
治療情報提供書
を作成し交付

③治療情報提供書を提
出

④自宅での状態を確認
しフォローアップ

⑤患者様の状況を情報共有し、
今後の治療や副作用対策に活用

自宅での状態を確認することで、副作用の早期発見・治療に繋がり、
QOL（生活の質）の向上が期待できる。

＜連携充実加算とは＞
〇病院の医師・薬剤師・看護師・栄養士など
で患者様の副作用状況を把握し対策を講じる
だけでなく、保険薬局とも連携を取り、より
質の高い医療を提供するものです。

〇患者様の情報の一部（治療内容や副作用の
状況など）を病院・保険薬局間で共有します。

〇保険薬局との連携で必要と思われる特定の
レジメン（薬剤）にて治療を行っている
患者様において連携を行っています。

〇連携充実加算についての説明を受け、
同意して頂いた場合に治療情報提供書を
作成しお渡ししますので、保険薬局へ提出
して下さい。

〇全ての保険薬局で対応しているわけでは
ありませんので、ご了承下さい。（当院
近隣の保険薬局では、連携体制が整って
います。）

〇連携充実加算に関する概要の説明は以上に
なります。この後、副作用の状況など
についてお伺いし、治療情報提供書を作成
させて頂きます。

最後に

 レジメンや副作用などの情報共有に基づき、病院
および保険薬局がそれぞれの機能を発揮して、が
ん化学療法の質的向上に貢献することが期待され
ている。

 より質の高い医療の提供のため、病院－保険薬局
間での連携強化へご協力のほどよろしくお願い致
します。

ご清聴ありがとうございました


